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社会の１％を変えるために
（日本の有機農業面積は0.4％）

• 「田園回帰」する２０−４０代、それを受け入れる行
政、NGO ＝＞縮小社会と親和性がいい

• 学校教育を通じて親（大人）を変える
＝＞「その他」の大人も変えられる可能性
＝＞未来を変える
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「田園回帰１％戦略」

・島根県というところ
・人口の１％取戻しビジョン
・所得の１％取戻し戦略



田舎の田舎に若ものが集まるところ

• 楽しい（ワクワクする、魂の叫び、、）

• 居場所がある

• 役割がある

• 仲間がある

• 達成感がある

• 生計を立てられる

X物質的な充足やお金は優先度が高くない



島根県というところ

・人口69万人、6700km2

（福島県190万人,14千km2）
・過疎という言葉が生まれたところ
＜＝過疎の先進地
・県をあげて有機農業と田園回帰を推進



・田舎の田舎で子供
が増えている。

＜＝自然に恵まれ
た環境で子育て



・県全体でも町村でも人口の社会減が低下し、
・山間部や離島では社会増に転じた
（社会増：転入＞転出）



隠岐の島の海士（あま）町では、大学生世代
と高齢者を除き、人口が増加している



島根県おう南



島根県西部（益田）地域では、域外市場
に対しても域内市場に対しても、調達金
額が大きくて赤字。それを公的資金と年

金で補填している。



島根県全体を見ても同じ。



・仮に、食料と燃料の５割を地元で自給したす
ると、人口１,６００人で１億８千万円の重要を創
出できる可能性





益田地域では、商業、電気機械、食料品の移
入金額が大きく、食料品で特に移入／移出比

が大きい。



・益田地域では、商業＞食料品＞対事業所サービ
ス＞石油石炭製品＞電気ガスが「取戻し可能」で
は？



・お金の循環「地域内乗数効果」を試算してみ
ると80％と60％でこんなに違う

域内循環率
１０％の場合

１０％ ９０％
↓
１％ ９％
↓
0.1％ 0.9％



具体的にどうするか？

• CSA（Community Supported Agriculture、地域支援
型農業）：消費者も生産、流通の当事者となる

• ファーマーズマーケット（対面販売）

• 地場産資源を使った有機農業（化学肥料、農薬、
農ポリ、、）

• 直売所は安売り合戦にならなければ良いが、、

によって農家が生計を立てられる

によって消費者が必要な買い物をする





具体的にどうするか２？

• 地元農産物を使った加工品、お菓子、飲料の開発、
販売

• 地元食材を使ったレストラン

によってを立てられる



具体的にどうするか３？

＜＜再生可能エネルギー＞＞

• ペレットや薪、チップのストーブ、ボイラーで熱供給
をする

• 太陽光や風力、小水力で発電する
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具体的にどうするか４？

• そうはいっても大人を変えるのはさほど容易ではな
い。

＝＞学校教育で

子どもを変える

＝＞子どもを通

じて親を変える

• 学校給食

• 自然エネルギー



学校給食（喜多方市熱塩加納町）

• 有機食材、無添加本物の調味料を使った学校給
食を３０年近く実践

• 子どもは地域の子ども





田園回帰との連携

＜ 田園回帰は「Act locally」の実践＞＞
• 田舎の田舎で人口減少を食い止める
＝＞ 移住者の計画的受け入れ

• 移住者が生計を立てるための地産地消経済（農業と自
然エネルギー）の確立

• 行政の縦割りからワンストップへ

＝＞縮小社会研究会とし連携して文明的、巨視的な視
点を持つ＜＜「Think globally」＞＞
• 大都市は衰退へ向かい、小さな自給圏が重要
• 田舎の田舎で生きるには百姓を目指す

• ただの消費する人から生産に参加する人へ
（Prosumer）





自分の住んでいる集落（福島県会津の山間地）

• 人口100名以下、半分が高齢者（65歳以上）
• 家の1/3が空き家（管理はされている）
＜＝戦後は人口400人

• 現在の住人で農業を行っているのは年金生活者
（60−80代）とIターン。50代以下は農業を行っていない
が勤め先に通っている。30代かそれ以下は、集落から
降りて街中に住む傾向

＝＞仮にIターンが増えても、人口減少を前提とした未来
像を考える必要性。



放牧養豚の試み

• 6月初めに体重20kgの去勢オス２頭を完全野

外で、くず米、クズ大豆、虫食い枝豆、米ぬか、
雑草などで、６ヶ月飼育。無投薬。

• 11月末に130kgで2頭を畜

内臓 20kg （血、皮、頭と足はもらえず）

枝肉 180kg＝＞精肉 100kg、脂身、骨と精肉、
骨についた肉の切り落とし、スジ肉 （80kg）








